
 

令和５年度 福祉教育提供プログラム 

 

 

 プログラム 備 考 

 １ 福祉・ボランティアについて 

 福祉って？ふくしとはどういうことか、学習します。 

 

２ 車いす当事者のお話 ☆ 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについて、お話いただきます。 

 

３ 車いす体験 

 ①車いすに“乗る体験”と“介助する体験”をします。 

 ②登り坂、下り坂、段差、スロープ等を車いすで体験します。 

児童数によっては２時間必要 

（屋内でも屋外でも実施可。車

いすは貸し出しできます） 

４ 視覚障がい当事者のお話 ☆ 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについて、お話いただきます。 

 

５ 手引き体験（またはアイマスク体験） 

 体育館等に手引きのコースを作り、視覚障がいの方を子どもに 

 手引きしてもらいます。またはアイマスク体験をします 

 

６ 点字体験 ☆ 

 点字について学習し、点字板を使って点字を打つ体験をします。 

 

７ 聴覚障がい当事者のお話 ☆ 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについて、お話しいただきます。 

 

８ 手話体験 ☆ 

 手話について学習し、簡単な手話を楽しく覚えます。 

 

９ あいサポート研修（大阪市障がい者相談支援研修センターが開催） 

➀あいサポート運動について（約 15分） 

②障がいについて理解するための DVD視聴（約 50分） 

③簡単な手話講座（約 10分） 

＊開催時間は相談可 

１０ 認知症サポーター養成講座 

認知症サポーターとは「認知症を正しく理解して、認知症の方やｓのご

家族を支え、あたたたかく見守る応援者」のことです。 

認知症について学び、一緒に考えてみませんか？ 

＊18歳以上が望ましい 

１１ “認知症を知る～おじいちゃん・おばあちゃんを知ろう！～” 

  （認知症キッズサポーター養成講座） 

 ①子どもにも分かりやすい寸劇なども取り入れて学習します。 

 ②子どもたちにできる声かけや対応について体験・学習します。 

 

１２ 高齢者疑似体験 

 高齢者の身体の変化について装具を使用し体験します。 
＊５年生以上が望ましい 

１３ 災害・防災について 

② 災害・防災についてお話しします。 

②災害時、自分たちには何ができるのかを考えます。 

 

※ すべてのプログラムについて、時間・学年等に応じて調整し、打ち合わせにより内容を決定いたします。 

※ 開催希望日の１か月半前にはご相談ください。 

☆ 印のプログラムは講師謝礼、交通費等をご相談させていただく場合があります。 

※ 上記プログラムにかかわらず、福祉教育・総合的学習等について、お気軽にご相談ください。 

社会福祉法人大阪市東住吉区社会福祉協議会 

担当：地域活動担当 TEL  ６６２２－６６１１  

FAX ６６２２－８９７３  


